
大型医療研究推進フォーラム

歯科医療の
未来につながるシーズを
どのように育んでゆくか

HIV‒1 感染症とAIDSの治療薬の研究・開発：基礎研究からベッドサイドへ、そして再び基礎研究へ

満屋 裕明先生
（国立国際医療研究センター研究所 研究所長）

（14：20～17：00）パネルディスカッション

（13：10～14：10）基調講演

13:00～17:00

／
歯科医師会館 1階 大会議室
〒102-0073　東京都千代田区九段北 4-1-20
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主催：一般社団法人 日本歯科医学会連合　 　 　 共催：日本歯科医学会

▶ 問合せ先：事務局　FAX： 03-3263-7761　E-mail：jimukyoku@nsigr.or.jp
※「参加申込書」は日本歯科医学会連合のホームページからダウンロードできます

参加費無料

▶ 事前登録期間：

一般社団法人日本歯科医学会連合は、オールジャパンでの国産技術による
医薬品、医療機器、再生療法の開発を実現するために、競争的な医療研究
開発費の歯科医療分野からの獲得に向けて、参加される皆様の情報共有の
場として本フォーラムを企画しました。

日本歯科医学会連合主催

2017 7/3㈪～８/10㈭

医療現場のシーズを基にする医療機器開発の道筋の重要性

谷下 一夫先生
（一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 副理事長

AMED プログラムオフィサー）

医療機器における薬事と標準化－歯科領域に関して－

中岡 竜介先生
（国立医薬品食品衛生研究所医療機器部埋植医療機器評価室 室長）

歯科材料の基礎研究が生んだ予防・治療イノベーション

吉田 靖弘先生
（北海道大学大学院歯学研究院口腔健康科学分野生体材料工学教室 教授）

新規歯周組織再生療法開発を目指して－橋渡し研究から学んだこと－

村上 伸也先生
（大阪大学大学院歯学研究科口腔分子免疫制御学講座口腔治療学教室 教授）


